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韓国は 1988 年に民主化された。民主化後に成立した盧泰愚(1988-1993)、金泳三(1993-1998)、

金大中(1998-2003)の三政権におよぶ 15 年間を一般に三金時代と呼ぶ。これは、金泳三、金大中

の両大統領に金鍾泌を加えた“3”人の“金”氏が、この当時の韓国政治の中枢を担っていたからで

ある。 

三金時代を通じて、韓国の立法府である国会では、各大統領と、金鍾泌の 4 氏を領袖とする 4

つの勢力が議席の大半を占めていた。また、各勢力の規模は期間を通してほぼ一定であり、概ね

盧泰愚派 4 割、金大中派 3 割、金泳三派 2 割、金鍾泌派 1 割であった。単独で過半数を確保

した勢力は存在しなかったため、各政権は連合政権となった。 

金鍾泌派は 1 割程度の議席しか保有していない弱小勢力であったが、三政権すべてで政権与

党入りし、金鍾泌は盧泰愚政権では与党ナンバー3 の最高委員、金泳三政権では与党ナンバー2

の党代表、金大中政権では行政府ナンバー2 の国務総理という要職を歴任した。この、少数勢力

に過ぎない金鍾泌派が、政権の中枢に居続けることができた要因を解き明かすことが本発表にお

ける目的である。 

 この結果、長年に渡る三金の複雑な人間関係があり、それに基づいた「接着剤」という役割が金

鍾泌にあったことを解き明かした。「接着剤」とは、90 年代に日本で成立した村山内閣において新

党さきがけ（武村正義）に、同じく小渕内閣において自由党（小沢一郎）に対して用いられた言葉で

ある。両党は中小政党に過ぎなかったが、両内閣が成立する上で欠かせない役割を果たした。金

鍾泌（派）にも同じ役割があったということである。 

金鍾泌が「接着剤」の役割を果たさなければ、国会運営は安定しなかったが、これは三金時代

が民主化を果たした直後の時期ということに鑑みれば、韓国の民主主義の危機を招いた可能性が

あった。また、金鍾泌がこの役割を果たしたからこそ、民主化勢力の金泳三も金大中も大統領にな

ることができた。したがって、韓国の民主化の定着という観点からも金鍾泌が果たした役割の価値

は非常に大きなものがあったと言える。 

従来、金鍾泌はその名こそ広く知られてはいるものの、要職を歴任しながらもついぞ大統領に成

れなかったことから、「永遠のナンバー2」という否定的な「評価」に終始し、それを肯定的にとらえ、

その要因を「分析」するというレベルにまで昇華されることはなかった。本論文は、その金鍾泌に焦

点を当てた分析を行うことで、従来明らかにされていなかった、韓国政治の深淵を解き明かした。 
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The Republic of Korea became a democracy in 1988. The 15 years covering the three 

administrations of Roh Tae-woo (1988–1993), Kim Young-sam (1993–1998) and Kim Dae-jung 

(1998–2003) are generally referred to as the era of the “Three Kims” in reference to Kim Jong-pil, a 

major figure in Korean politics throughout those years, Kim Young-sam, and Kim Dae-jung. 

During the era of the Three Kims, the Korean National Assembly was controlled by four 

major factions, one for each of the three presidents during this time, and one faction under Kim Jong-

pil. As no faction could claim a majority, each administration of this era was compelled to form a 

coalition government. Kim Jong-pil’s faction only controlled around 10 percent of the Assembly, but 

despite its minority status, it was able to join each of the coalitions with Kim Jong-pil holding 

important positions throughout. 

The objective of this study was to find out how the minority faction led by Kim Jong-pil 

was nevertheless able to play a part in the government through the three administrations of this period. 

An examination of the forces in play during this era reveals the complex personal inter-relationships 

of the “Three Kims” era, and the way in which Kim Jong-pil functioned as a kind of “glue” to keep 

these relationships intact. Without this “glue,” the Assembly would not have remained stable at a time 

when democracy had only just been realized in the Republic Korea. In fact, neither Kim Young-sam 

nor Kim Dae-jung, both strong proponents for democracy, would have been able to come to power 

without Kim Jong-pil. Clearly, democracy was able to secure a firm foothold in the Republic of Korea 

because of the critical role Kim Jong-pil played as the “glue” that brought the different factions 

together into a cohesive whole. 

 

 


